
地
域
密
着
型
サ
ー
ビス
の
概
要

○
平
成
１
７
年
介
護
保
険
制
度
改
革
に
より
、要

介
護
者
の
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
を支

え
るた
め
、身

近
な
市
町
村
で
提
供
され
るこ
とが
適
当
な

サ
ー
ビス
類
型
（
＝
地
域
密
着
型
サ
ー
ビス
）
を
創
設
した
。

１
.市
町
村
の
住
民
の
み
が
利
用
可
能

○
市
町
村
が
指
定
権
限
を持

つ
○
その
市
町
村
の
住
民
の
み
が
サ
ー
ビス
利
用
可
能

○
（
Ｂ
市
の
同
意
を得

た
上
で
Ａ
市
が
指
定
す
れ
ば
、

○
Ａ
市
の
住
民
が
Ｂ
市
の
事
業
所
を利

用
可
能
）

２
.地
域
単
位
で
適
正
な
サ
ー
ビス
基
盤
整
備

○
市
町
村
（
それ
をさ
らに
細
か
く分
け
た
圏
域
）
単

位
で
必
要
整
備
量
を定

め
るこ
とで
、地

域
の
ニー

ズ
に
応
じた
バ
ラン
スの
取
れ
た
整
備
を促

進

３
.地
域
の
実
情
に
応
じた
指
定
基
準
、

介
護
報
酬
の
設
定

４
.公
平
・公
正
透
明
な
仕
組
み

○
指
定
（
拒
否
）
、指

定
基
準
、報

酬
設
定
に
は
、

地
域
住
民
、高

齢
者
、経

営
者
、保

健
・医
療
・

福
祉
関
係
者
等
が
関
与

Ａ
市

利
用

保
険

給
付

指
定

指
導
・監
督

事
業
所

利
用
者

地
域
密
着
型
サ
ー
ビス
の
種
類

○
定
期
巡
回
・随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護

○
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護

○
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
（
認
知
症
デ
イ）

○
地
域
密
着
型
通
所
介
護

※
平
成

28
年
４
月
か
ら

○
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護

○
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

○
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護

○
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

○
複
合
型
サ
ー
ビス
（
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
）

Ａ
市

利
用
者

B
市

利
用
者

事
業
所

①
他
市
サ
ー
ビス

利
用
希
望

②
同
意
の
求
め

③
同
意

④
指
定
申
請

⑤
区
域
外
指
定

⑥
利
用

利
用

保
険

給
付

指
定

指
導
・監
督

※
事
前
の
協
議
に
よ
り、
都
度
の
同
意
（
②
・③
）
を
不
要
とす
る
同
意
を

得
る
こと
も
可
能
。そ
の
場
合
、事

業
所
か
らの
指
定
申
請
（
④
）
が

あ
った
段
階
で
、A
市
か
らの
指
定
（
⑤
）
が
あ
った
も
の
とみ
な
され

る
。

＜
区
域
外
指
定
の
仕
組
み
＞

3
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①
Ａ
市
か
らＢ

市
の
介
護
保
険
施
設
へ
と移
動
した
場
合
（
通
常
の
住
所
地
特
例
）

住
所
地
特
例
と地

域
密
着
型
サ
ー
ビス
の
関
係

4

Ａ
市

保
険
者
：
Ａ
市

②
Ａ
市
か
らＢ

市
の
介
護
保
険
施
設
、認

知
症
Ｇ
Ｈ
、介

護
保
険
施
設
と順
次
移
動
した
場
合
（
本
提
案
に
係
る事

例
）

③
Ａ
市
か
らＢ

市
の
介
護
保
険
施
設
、Ａ

市
の
認
知
症
Ｇ
Ｈ
と順
次
移
動
した
場
合

住
所
地

特
例

B市

Ａ
市

保
険
者
：
Ａ
市

住
所
地

特
例

B市

（
自
宅
）

（
自
宅
）

（
介
護
保
険
施
設
）

（
介
護
保
険
施
設
）

（
介
護
保
険
施
設
）

（
介
護
保
険
施
設
）

（
認
知
症
Ｇ
Ｈ
）保
険
者
：
Ｂ
市

Ａ
市

保
険
者
：
Ａ
市

住
所
地

特
例

B市
（
自
宅
）

（
介
護
保
険
施
設
）

Ａ
市

（
認
知
症
Ｇ
Ｈ
）

住
所
地
特
例

介
護
保
険
施
設
は
住
所
地
特
例
の
対
象
で
あ
る
た
め
、Ａ

市
が
保
険
者
とな
る
が
、

認
知
症
Ｇ
Ｈ
、地

域
密
着
型
特
定
施
設
、地

域
密
着
型
特
養
とい
った
地
域
密

着
型
サ
ー
ビス
は
住
所
地
特
例
の
対
象
外
で
あ
る
た
め
、Ｂ

市
が
保
険
者
とな
る
。

④
Ａ
市
か
らＢ

市
の
認
知
症
Ｇ
Ｈ
、介

護
保
険
施
設
と順
次
移
動
した
場
合

Ａ
市

保
険
者
：
Ａ
市

転
居

B市
（
自
宅
）

（
介
護
保
険
施
設
）

保
険
者
：
Ｂ
市

Ｂ
市
の
介
護
保
険
施
設
に
住
民
票

を
移
した
場
合
（
２
以
上
の
施
設

に
順
次
移
した
場
合
も
含
む
。）

で
あ
って
も
、住

所
地
特
例
に
よ
って
、

Ａ
市
が
引
き
続
き
保
険
者
とな
る
。

住
所
地
特
例
の
対
象
外
で
あ
る
事

業
所
等
に
住
民
票
を
移
した
場
合
、

特
例
の
適
用
か
ら外

れ
、そ
の
後
は

原
則
どお
り住

民
票
の
あ
る
Ｂ
市
が

保
険
者
とな
る
。

②
の
ケ
ー
ス
で
Ａ
市
か
らＢ

市
の
介
護
保
険
施
設
に
住
所
地
特
例
で
入
所
し、

退
所
後
、住

み
慣
れ
た
元
の
市
町
村
で
あ
る
Ａ
市
の
認
知
症
Ｇ
Ｈ
を
利
用
。

（
住
民
票
は
Ａ
市
の
認
知
症
Ｇ
Ｈ
等
に
移
す
。）

Ａ
市
か
らＢ

市
の
認
知
症
Ｇ
Ｈ
に
住
民
票
を
移
した
場
合
、原

則
どお
り住

民
票
の
あ
る
Ｂ
市
が
保
険
者
とな
る
。

（
Ｂ
市
内
の
親
族
宅
等
に
一
旦
住
民
票
を
移
し、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビス
を

利
用
す
る
場
合
も
同
様
。）

（
親
族
宅
）

認
知
症
Ｇ
Ｈ
を
含
む

地
域
密
着
型
サ
ー
ビス
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C市

⑤
Ａ
市
か
らB
市
の
介
護
保
険
施
設
、認

知
症

GH
（
又
は

C市
の
認
知
症

GH
）
に
順
次
移
動
した
場
合
（
本
提
案
の
とお
り見
直
した
場
合
）

住
所
地
特
例
と地

域
密
着
型
サ
ー
ビス
の
関
係

5

Ａ
市

保
険
者
：
Ａ
市

住
所
地

特
例

B市
（
自
宅
）

（
介
護
保
険
施
設
）

（
認
知
症

GH
）

（
認
知
症
Ｇ
Ｈ
）

保
険
者
：

C市

介
護
保
険
施
設
等
の
住
所
地
特
例
対
象
施
設
か
ら、
同
一

市
町
村
内
の
認
知
症

GH
に
引
き
続
き
入
所
し、
順
次
住
所

を
移
した
場
合
に
限
り、
住
所
地
特
例
の
対
象
とす
る
。

C市
（
認
知
症

GH
）

保
険
者
：

C市

⇒

⑥
Ａ
市
か
らB
市
の
介
護
保
険
施
設
、認

知
症

GH
、介

護
保
険
施
設
と順
次
移
動
した
場
合
（
②
で
後
半
の
対
象
施
設
に
住
所
地
特
例
を適

用
（
復
活
）
す
る場

合
）

Ａ
市

保
険
者
：
Ａ
市

住
所
地

特
例

B市
（
自
宅
）

（
介
護
保
険
施
設
）

（
介
護
保
険
施
設
）

（
認
知
症
Ｇ
Ｈ
）

保
険
者
：
Ｂ
市

保
険
者
：
Ａ
市

⑤
’
区
域
外
指
定
制
度
の
活
用
を図

った
場
合

※
介
護
保
険
法
第

78
条
の
２
関
係

Ａ
市

保
険
者
：
Ａ
市

B市
（
自
宅
）

（
介
護
保
険
施
設
）

（
認
知
症
Ｇ
Ｈ
）

C市
（
介
護
保
険
施
設
）

Ａ
市
か
らＢ

市
の
介
護
保
険
施
設
に
入
所
（
住
所
地
特
例
）
し、
退
所
後
、区

域
外
指
定
で
Ｂ
市
の
認
知
症
Ｇ
Ｈ
を
利
用
。

※
Ｂ
市
の
認
知
症
Ｇ
Ｈ
か
らＡ

市
に
指
定
申
請
が
出
て
お
り、
Ａ
市
の
区
域
外
指
定
に
つ
い
て
Ｂ
市
が
同
意
して
い
る
必
要
が
あ
る
。

※
事
前
の
協
議
に
よ
り、
Ｂ
市
か
らの
都
度
の
同
意
を
不
要
とす
る
旨
の
同
意
を
得
て
お
くこ
とも
可
能
。

（
C市

）

•
C市

の
認
知
症

GH
に
移
動
した

場
合
と整

合
性
を
図
る
必
要
が
あ

る
。

•
Ｂ
市
内
の
一
般
住
宅
に
転
居
し

て
認
知
症
Ｇ
Ｈ
等
を
利
用
す
る

場
合
（
④
の
ケ
ー
ス
）
等
との
整

合
性
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

住
所
地
特
例
を
抜
本
的
に
見
直

し、
対
象
範
囲
の
新
た
な
線
引
き

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

•
保
険
者
の
在
り方

が
不
安
定
にな

る
。

•
A市

は
対
象
施
設
へ
の
入
退
所

の
状
況
を
都
度
把
握
す
る
必
要

が
あ
る
等
、事

務
手
続
が
煩
雑
に

な
る
。

当
事
者
で
あ
る
Ａ
市
とＢ

市
等
の

同
意
が
得
られ
る
の
で
あ
れ
ば
、基

本
的
に
区
域
外
指
定
に
よ
り対
応

が
可
能
。
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○
認
知
症

GH
を
含
む
地
域
密
着
型
サ
ー
ビス
は
、身

近
な
市
町
村
の
単
位
で
サ
ー
ビス
の
運
営
を行

うこ
とを
基
本
とす
ると
い
う観
点
か
ら、

住
所
地
特
例
の
対
象
外
と整

理
して
い
ると
ころ
。

○
本
提
案
の
とお
りに
見
直
す
場
合
、住

所
地
特
例
と地
域
密
着
型
サ
ー
ビス
の
趣
旨
を抜

本
的
に見

直
す
必
要
が
あ
る可

能
性
が
あ
る。

○
本
提
案
に
あ
る支

障
事
例
の
よう
な
場
合
で
あ
って
も、
例
え
ば
、

·
A市

の
認
知
症

GH
に
空
きが
あ
る
場
合
、Ａ

市
に
自
宅
・親
族
宅
等
が
な
い
場
合
で
あ
って
も、
当
該
認
知
症

GH
に
住
民
票
を移

す
こと
で
、A
市
が
保
険
者
とな
る

·
市
町
村
間
で
協
力
して
区
域
外
指
定
制
度
の
活
用
を図

るこ
とに
より
、引

き続
きA
市
が
保
険
者
とな
る

○
こと
で
解
決
す
る
こと
が
可
能
で
あ
る。

○
しか
し、
Ａ
市
に自

宅
・親
族
宅
が
な
く、
認
知
症

GH
の
空
きも
な
い
場
合
は
、現

行
制
度
上
は
対
応
が
困
難
。

○
その
ため
、こ
の
よう
な
現
行
制
度
上
対
応
が
困
難
な
事
例
の
実
態
や
、市

町
村
の
給
付
費
の
負
担
に与

える
影
響
等
を調

査
した
上
で
、

第
７
期
計
画
期
間
中
（
平
成

30
年
度
～
平
成

32
年
度
）
に
対
応
を検

討
し、
必
要
な
措
置
を講

ず
るこ
とと
して
は
どう
か
。

今
後
の
検
討
の
方
向
性
等

6

今
後
の
検
討
の
方
向
性 Ａ
市

保
険
者
：
Ａ
市 住
所
地

特
例

B市
（
自
宅
）

（
介
護
保
険
施
設
）

（
認
知
症
Ｇ
Ｈ
）

保
険
者
：
Ｂ
市

＜
現
行
制
度
上
対
応
困
難
な
事
例
＞

（
認
知
症
Ｇ
Ｈ
）

✕
✕

Ａ
市
に
住
所
を
有
しな
い
場
合
、

区
域
外
指
定
が
で
きず
、

現
行
制
度
上
は
対
応
が
困
難

10



（
参
考
）
関
係
法
令

■
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
（
抄
）

（
定
義
）

第
八
条

１
～

13
（
略
）

14
この
法
律
に
お
い
て
「地
域
密
着
型
サ
ー
ビス
」と
は
、定

期
巡
回
・随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
、夜

間
対
応
型
訪
問
介
護
、地

域
密
着
型
通
所
介
護
、認

知
症
対
応
型
通
所

介
護
、小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
、認

知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
、地

域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
、地

域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介

護
及
び
複
合
型
サ
ー
ビス
をい
い
、「
特
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビス
」と
は
、定

期
巡
回
・随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
、夜

間
対
応
型
訪
問
介
護
、地

域
密
着
型
通
所
介
護
、認

知
症
対
応
型
通
所
介
護
、小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
及
び
複
合
型
サ
ー
ビス
をい
い
、「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビス
事
業
」と
は
、地

域
密
着
型
サ
ー
ビス
を行

う事
業
をい
う。

15
～

29
（
略
）

（
住
所
地
特
例
対
象
施
設
に
入
所
又
は
入
居
中
の
被
保
険
者
の
特
例
）

第
十
三
条

次
に
掲
げ
る施

設
（
以
下
「住
所
地
特
例
対
象
施
設
」と
い
う。
）
に
入
所
又
は
入
居
（
以
下
「入
所
等
」と
い
う。
）
をす
るこ
とに
より
当
該
住
所
地
特
例
対
象
施
設
の
所

在
す
る場

所
に
住
所
を変

更
した
と認
め
られ
る被

保
険
者
（
第
三
号
に
掲
げ
る施

設
に
入
所
す
るこ
とに
より
当
該
施
設
の
所
在
す
る場

所
に
住
所
を変

更
した
と認
め
られ
る被

保
険

者
に
あ
って
は
、老

人
福
祉
法
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よる
入
所
措
置
が
とら
れ
た
者
に
限
る。
以
下
この
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「住
所
地
特
例
対
象
被
保
険
者
」と
い

う。
）
で
あ
って
、当

該
住
所
地
特
例
対
象
施
設
に
入
所
等
をし
た
際
他
の
市
町
村
（
当
該
住
所
地
特
例
対
象
施
設
が
所
在
す
る市

町
村
以
外
の
市
町
村
をい
う。
）
の
区
域
内
に

住
所
を有

して
い
た
と認
め
られ
るも
の
は
、第

九
条
の
規
定
に
か
か
わ
らず
、当

該
他
の
市
町
村
が
行
う介

護
保
険
の
被
保
険
者
とす
る。
た
だ
し、
二
以
上
の
住
所
地
特
例
対
象
施
設

に
継
続
して
入
所
等
をし
て
い
る住

所
地
特
例
対
象
被
保
険
者
で
あ
って
、現

に
入
所
等
をし
て
い
る住

所
地
特
例
対
象
施
設
（
以
下
この
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「現
入
所
施
設
」と

い
う。
）
に
入
所
等
をす
る直

前
に
入
所
等
をし
て
い
た
住
所
地
特
例
対
象
施
設
（
以
下
この
項
に
お
い
て
「直
前
入
所
施
設
」と
い
う。
）
及
び
現
入
所
施
設
の
それ
ぞ
れ
に
入
所
等
を

す
るこ
とに
より
直
前
入
所
施
設
及
び
現
入
所
施
設
の
それ
ぞ
れ
の
所
在
す
る場

所
に
順
次
住
所
を変

更
した
と認
め
られ
るも
の
（
次
項
に
お
い
て
「特
定
継
続
入
所
被
保
険
者
」と
い

う。
）
に
つ
い
て
は
、こ
の
限
りで
な
い
。

一
介
護
保
険
施
設

二
特
定
施
設

三
老
人
福
祉
法
第
二
十
条
の
四
に
規
定
す
る養

護
老
人
ホ
ー
ム

２
～
３

（
略
）

7
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（
参
考
）
関
係
法
令

■
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
（
抄
）

（
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビス
費
の
支
給
）

第
四
十
二
条
の
二

市
町
村
は
、要

介
護
被
保
険
者
が
、当

該
市
町
村
（
住
所
地
特
例
適
用
被
保
険
者
で
あ
る要

介
護
被
保
険
者
（
以
下
「住
所
地
特
例
適
用
要
介
護
被
保
険

者
」と
い
う。
）
に
係
る特

定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビス
に
あ
って
は
、施

設
所
在
市
町
村
を含

む
。）

の
長
が
指
定
す
る者

（
以
下
「指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビス
事
業
者
」と
い
う。
）
か

ら当
該
指
定
に
係
る地

域
密
着
型
サ
ー
ビス
事
業
を行

う事
業
所
に
より
行
わ
れ
る地

域
密
着
型
サ
ー
ビス
（
以
下
「指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビス
」と
い
う。
）
を受

け
た
とき
は
、当

該
要
介
護
被
保
険
者
に
対
し、
当
該
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビス
に
要
した
費
用
（
地
域
密
着
型
通
所
介
護
、認

知
症
対
応
型
通
所
介
護
、小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
、認

知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
、地

域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
及
び
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
に
要
した
費
用
に
つ
い
て
は
、食

事
の
提

供
に
要
す
る費

用
、居

住
に
要
す
る費

用
その
他
の
日
常
生
活
に
要
す
る費

用
とし
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る費

用
を除

く。
以
下
この
条
に
お
い
て
同
じ。
）
に
つ
い
て
、地

域
密
着

型
介
護
サ
ー
ビス
費
を支

給
す
る。
た
だ
し、
当
該
要
介
護
被
保
険
者
が
、第

三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よる
指
定
を受

け
て
い
る場

合
に
お
い
て
、当

該
指
定
に
係
る種

類
以
外
の

地
域
密
着
型
サ
ー
ビス
を受

け
た
とき
は
、こ
の
限
りで
な
い
。

２
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビス
費
の
額
は
、次

の
各
号
に
掲
げ
る地

域
密
着
型
サ
ー
ビス
の
区
分
に
応
じ、
当
該
各
号
に
定
め
る額

とす
る。

一
～
二

（
略
）

三
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
、認

知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
、地

域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
、地

域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護

これ
らの
地
域
密
着
型
サ
ー
ビス
の
種
類
ご
とに
、要

介
護
状
態
区
分
、当

該
地
域
密
着
型
サ
ー
ビス
の
種
類
に
係
る指

定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビス
の
事
業
を行

う事
業
所
の
所
在

す
る地

域
等
を勘

案
して
算
定
され
る当

該
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビス
に
要
す
る平

均
的
な
費
用
（
食
事
の
提
供
に
要
す
る費

用
、居

住
に
要
す
る費

用
その
他
日
常
生
活
に
要

す
る費

用
とし
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る費

用
を除

く。
）
の
額
を勘

案
して
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る基

準
に
より
算
定
した
費
用
の
額
（
その
額
が
現
に
当
該
指
定
地
域
密
着

型
サ
ー
ビス
に
要
した
費
用
の
額
を超

え
ると
きは
、当

該
現
に
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビス
に
要
した
費
用
の
額
とす
る。
）
の
百
分
の
九
十
に
相
当
す
る額

３
（
略
）

４
市
町
村
は
、第

二
項
各
号
の
規
定
に
か
か
わ
らず
、地

域
密
着
型
サ
ー
ビス
の
種
類
その
他
の
事
情
を勘

案
して
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る基

準
に
より
算
定
した
額
を限

度
とし
て
、

同
項
各
号
に
定
め
る地

域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビス
費
の
額
に
代
え
て
、当

該
市
町
村
（
施
設
所
在
市
町
村
の
長
が
第
一
項
本
文
の
指
定
をし
た
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビス
事
業
者

か
ら指

定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビス
を受

け
た
住
所
地
特
例
適
用
要
介
護
被
保
険
者
に
係
る地

域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビス
費
（
特
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビス
に
係
るも
の
に
限
る。
）
の

額
に
あ
って
は
、施

設
所
在
市
町
村
）
が
定
め
る額

を、
当
該
市
町
村
に
お
け
る地

域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビス
費
の
額
とす
るこ
とが
で
きる
。

５
～

10
（
略
）
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（
参
考
）
関
係
法
令

■
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
（
抄
）

（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビス
事
業
者
の
指
定
）

第
七
十
八
条
の
二

第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
本
文
の
指
定
は
、厚

生
労
働
省
令
で
定
め
ると
ころ
に
より
、地

域
密
着
型
サ
ー
ビス
事
業
を行

う者
（
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉

施
設
入
所
者
生
活
介
護
を行

う事
業
に
あ
って
は
、老

人
福
祉
法
第
二
十
条
の
五
に
規
定
す
る特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
うち
、そ
の
入
所
定
員
が
二
十
九
人
以
下
で
あ
って
市
町
村

の
条
例
で
定
め
る数

で
あ
るも
の
の
開
設
者
）
の
申
請
に
より
、地

域
密
着
型
サ
ー
ビス
の
種
類
及
び
当
該
地
域
密
着
型
サ
ー
ビス
の
種
類
に
係
る地

域
密
着
型
サ
ー
ビス
事
業
を行

う
事
業
所
（
第
七
十
八
条
の
十
三
第
一
項
及
び
第
七
十
八
条
の
十
四
第
一
項
を除

き、
以
下
この
節
に
お
い
て
「事
業
所
」と
い
う。
）
ご
とに
行
い
、当

該
指
定
をす
る市

町
村
長
が
そ

の
長
で
あ
る市

町
村
が
行
う介

護
保
険
の
被
保
険
者
（
特
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビス
に
係
る指

定
に
あ
って
は
、当

該
市
当
村
の
区
域
内
に
所
在
す
る住

所
地
特
例
対
象
施
設
に
入

所
等
をし
て
い
る住

所
地
特
例
適
用
要
介
護
被
保
険
者
を含

む
。）

に
対
す
る地

域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビス
費
及
び
特
例
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビス
費
の
支
給
に
つ
い
て
、そ
の
効

力
を有

す
る。

２
～
３

（
略
）

４
市
町
村
長
は
、第

一
項
の
申
請
が
あ
った
場
合
に
お
い
て
、次

の
各
号
（
病
院
又
は
診
療
所
に
より
行
わ
れ
る複

合
型
サ
ー
ビス
（
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
るも
の
に
限
る。
第
六
項

に
お
い
て
同
じ。
）
に
係
る指

定
の
申
請
に
あ
って
は
、第

六
号
の
二
、第

六
号
の
三
、第

十
号
及
び
第
十
二
号
を除

く。
）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
ると
きは
、第

四
十
二
条
の
二
第
一

項
本
文
の
指
定
をし
て
は
い
け
な
い
。

一
～
三

（
略
）

四
当
該
申
請
に
係
る事

業
所
が
当
該
市
町
村
の
区
域
の
外
に
あ
る場

合
で
あ
って
、そ
の
所
在
地
の
市
町
村
長
（
以
下
この
条
に
お
い
て
「所
在
地
市
町
村
長
」と
い
う。
）
の
同
意
を

得
て
い
な
い
とき
。

五
～
十
二

（
略
）

５
～
８

（
略
）

９
第
一
項
の
申
請
を受

け
た
市
町
村
長
（
以
下
この
条
に
お
い
て
「被
申
請
市
町
村
長
」と
い
う。
）
と所
在
地
市
町
村
長
との
協
議
に
より
、第

四
項
第
四
号
の
規
定
に
よる
同
意
を

要
しな
い
こと
に
つ
い
て
所
在
地
市
町
村
長
の
同
意
が
あ
ると
きは
、同

号
の
規
定
は
適
用
しな
い
。

10
前
項
の
規
定
に
より
第
四
項
第
四
号
の
規
定
が
適
用
され
な
い
場
合
で
あ
って
、第

一
項
の
申
請
に
係
る事

業
所
（
所
在
地
市
町
村
長
の
管
轄
す
る区

域
に
あ
るも
の
に
限
る。
）

に
つ
い
て
、次

の
各
号
に
掲
げ
ると
きは
、そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る時

に
、当

該
申
請
者
に
つ
い
て
、被

申
請
市
町
村
長
に
よる
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
本
文
の
指
定
が
あ
った

もの
とみ
な
す
。

一
所
在
地
市
町
村
長
が
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
本
文
の
指
定
をし
た
とき

当
該
指
定
が
され
た
時

二
所
在
地
市
町
村
長
に
よる
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
本
文
の
指
定
が
され
て
い
ると
き
被
申
請
市
町
村
長
が
当
該
事
業
所
に
係
る地

域
密
着
型
サ
ー
ビス
事
業
を行

う者
か
ら

第
一
項
の
申
請
を受

け
た
時

11
（
略
）

9
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○
介
護
保
険
に
お
い
て
は
、地
域
保
険
の
考
え
方
か
ら、
住
民
票
の
あ
る
市
町
村
が
保
険
者
とな
る
の
が
原
則
。

○
その
原
則
の
み
だ
と介

護
保
険
施
設
等
の
所
在
す
る市

町
村
に
給
付
費
の
負
担
が
偏
って
しま
うこ
とか
ら、
施
設
等
の
整
備
が
円
滑
に
進
ま
な
い
お
それ

が
あ
る
。

○
この
た
め
、特

例
とし
て
、施
設
に
入
所
す
る
場
合
に
は
、住

民
票
を
移
して
も
、移

す
前
の
市
町
村
が
引
き
続
き
保
険
者
とな
る
仕
組
み
（
住
所
地
特

例
）
を
設
け
て
い
る。

＜
現
在
の
対
象
施
設
等
＞

(1
)
介
護
保
険
３
施
設

(2
)
特
定
施
設
（
地
域
密
着
型
特
定
施
設
を除

く。
）

・有
料
老
人
ホ
ー
ム

・軽
費
老
人
ホ
ー
ム

(3
)
養
護
老
人
ホ
ー
ム

住
所

Ｂ
市

住
民
税
、行

政
サ
ー
ビス
、選

挙
権

Ｂ
市

介
護
保
険
の
保
険
者

Ａ
市

介
護
保
険
料
、保

険
給
付

Ａ
市

＜
制
度
概
要
＞

Ｂ
市

Ａ
市

①
入
所

住
民

有
料
老
人
ホ
ー
ム

（
サ
高
住
含
む
）特
養
な
ど

一
般
住
宅

施
設
サ
ー
ビス

②
費
用
請
求

自
宅

（
参
考
）

有
料
老
人
ホ
ー
ム
：
住
ま
い
と食

事
や
生
活
支
援
サ
ー
ビス
を
一
体
で
提
供
。

介
護
サ
ー
ビス
も
同
一
事
業
者
が
提
供
す
る場

合
が
多
い
。

サ
ー
ビス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
：
「安
否
確
認
」や
「生
活
相
談
」の
提
供
が
必
須
。

介
護
サ
ー
ビス
は
外
部
の
事
業
者
が
提
供
す
る
。

介
護
保
険
の
住
所
地
特
例
に
つ
い
て

10
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